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ベナ-ル対流で良 く知 られた非局所的効果としての平均流の効果である. 二次元的に広
がった系における EHCは 直線状対流ロール が不安定化すると弱いディフェク ト乱流に
いたる｡ この状態においては､平均流効果によるディフェク トの自発的な生成消滅がお
きている｡このような弱い乱流状態を記述するいくつかのモデル方程式が考案 されてお











ここで △ ≡832+∂y2,であり､2は鉛直方巧単位ベク トルを表すoW(I,y)は複素変数
で Re(W)が鉛直方向速度場に相当する. U(a;,y)はロールのひずみによって引き起 こ







W -(n-･∇)W =車-0 (5)
及び周期境界条件を用いて､シミュレーションを行なった. ここで､n-は境界に垂直な
単位ベク トルである.パラメタの値は､q1-0.6,り2-0.3及び h--1.0ととった.空






式 (5)の境界条件を用いた場合 (CaseA)､及び y･-0,Lyにおいて式 (5)の境界条件を
用い､I-0,LDにおいて周期境界条件を用いた場合 (CaseB)の時空構造であるoいず
れの場合も､コントロールパラメタの値は R-2.0とした0
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得 られた｡ 進行方向の反転の際には､ディフェク トの形成が見 られる｡広い意味で
の振動対流であり､進行方向の反転時には弱い乱流状態 となっている｡
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